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物  質  名 1(又は 2)-[2-メトキシ(メチル)エトキシ]プロパノール ＤＢ－47 

別  名 ジプロピレングリコールモノメチル

エーテル 
構 造 式 

 

 

CAS 番号 34590-94-8 
PRTR 番号 － 

化審法番号 

2-426(ｼﾞﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙﾓﾉﾒﾁﾙｴｰﾃﾙ) 
7-97(ﾎﾟﾘｵｷｼｱﾙｷﾚﾝ(C2～4,8)ﾓﾉｱﾙｷﾙ(又

はｱﾙｹﾆﾙ )(C1～24)ｴｰﾃﾙ (n=1～
150)) 

分子式 C7H16O3 分子量 148.20 
沸点 188.3℃1) 融点 －80℃2) 
蒸気圧 5.5×10-1 mmHg（25℃、実測値）3) 換算係数 1 ppm = 6.06 mg/m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） －0.35（推定値）4) 水溶性 自由混和（25℃）5) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 ラット 経口 LD50 5,400 uL/kg 6)  
 ラット 経口 LD50 5.5 mL/kg 6)  
 イヌ 経口 LD50 7,500 mg/kg 6)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、40、200、1,000 mg/kg/day を 4 週間強制経口投与した結果、1,000 mg/kg/day 群で

一過性の流涎、肝臓重量の増加、肝小葉中心性の肝細胞の肥大を認めた 7)。この結果から、

NOAEL を 200 mg/kg/day とする。 
・ラット及びウサギに 0、15、50、200 ppm を 13 週間（6 時間/日、5 日/週）吸入させた結果、

15 ppm 以上の群でばく露に関連した影響はなかった 8) 。この結果から、ラット及びウサギの

NOAEL を 200 ppm（1,212 mg/m3、ばく露状況で補正：216 mg/m3）以上とする。 
・マウスに 0、50、140、330 ppm を 2 週間（6 時間/日、5 日/週で計 9 回のばく露）吸入させた

結果、50 ppm 以上の群で、体重、尿、組織への影響はなかったが、140 ppm 以上の群の雌で

肝臓重量の増加を認めた 9) 。この結果から、NOAEL を 50 ppm（303 mg/m3、ばく露状況で補

正：49 mg/m3）とする。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、50、150、300 ppm を妊娠 6 日から 15 日（6 時間/日）まで吸入させた結果、50 ppm
以上の群で母ラット及び胎仔へのばく露に関連した影響はなかった。胎仔では、ばく露に関

連した奇形もなかった 10, 11) 。この結果から、母ラット及び胎仔の NOAEL を 300 ppm（1,818 
mg/m3、ばく露状況で補正：455 mg/m3）以上とする。 

・ウサギに 0、50、150、300 ppm を妊娠 7 日から 19 日（6 時間/日）まで吸入させた結果、50 ppm
以上の群で母ウサギ及び胎仔へのばく露に関連した影響はなかった。胎仔では、ばく露に関

連した奇形もなかった 11, 12) 。この結果から、母ウサギ及び胎仔の NOAEL を 300 ppm（1,818 
mg/m3、ばく露状況で補正：455 mg/m3）以上とする。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・蒸気は眼、気道を刺激する。中枢神経系に影響を与え、昏迷を生じることがある。眼に入る

と発赤、痛み、皮膚に付くと皮膚の乾燥、経口摂取や吸入で咳、めまい、嗜眠を生じる。本
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物質の液体に長期または反復ばく露すると皮膚の脱脂を起こす 13)。 
・300～400 ppm の濃度ではヒトに著しい不快感を与え、100 ppm では訴えなしで許容される可

能性があり、器官の傷害に関して安全と考えられる 14) 。 
・軽度の鼻刺激を起こす最小濃度が約 35 ppm、眼、咽頭、呼吸器に耐えられる程度の刺激を起

こす最小濃度が約 75 ppm と推定されている 15) 。 
・男性ボランティア 10 人に 20％濃度の溶液 0.4 ml を点眼した結果、軽度の刺激を 30～45 秒間

生じ、軽微な過剰流涙及び眼瞼痙攣が約 1 分間起こり、軽度の結膜充血、眼圧の軽度の増加

が 1 時間みられた 16）。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 

 ACGIH 17) TLV-TWA 100 ppm (606 mg/m3) 
TLV-STEL 150 ppm (909 mg/m3)  

 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

経口ばく露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 200mg/kg/day（肝臓

重量の増加など）を採用し、試験期間が短いことから 10 で除した 20 mg/kg/day を暫定無毒性量

等に設定する。 
吸入ばく露については、マウスの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 50 ppm（303 mg/m3、

肝臓重量の増加）を採用し、ばく露状況で補正して 49 mg/m3 とし、試験期間が短いことから

10 で除した 4.9 mg/m3 を暫定無毒性量等に設定する。 
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